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少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
の
出
院
の
際
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
信
書
の
全
部
若
し
く
は
一
部
又
は
複

製
（
以
下
「
発
受
禁
止
信
書
等
」
と
い
う
。）を
そ
の
者
又
は
そ
の
親
権
を
行
う
者
等
に
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

４

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、そ
の
遺
族
等
に
対
し
、

そ
の
申
請
に
基
づ
き
、
発
受
禁
止
信
書
等
を
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

５

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
に
よ
り
、
少
年
院
の
規
律
及
び
秩
序
の
維
持
に
支

障
を
生
じ
、
又
は
在
院
者
の
犯
罪
若
し
く
は
非
行
を
助
長
し
、
若
し
く
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
引
き
渡
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
引
渡
し
に
よ
り
少
年
院
の
規
律
及
び
秩
序
の

維
持
に
支
障
を
生
じ
、
又
は
在
院
者
の
犯
罪
若
し
く
は
非
行
を
助
長
し
、
若
し
く
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

一

出
院
し
た
在
院
者
又
は
そ
の
親
権
を
行
う
者
等
が
、
在
院
者
の
出
院
後
に
、
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
を
求

め
た
と
き
。

二

在
院
者
が
第
七
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
在
院
者
又
は
そ
の
親
権

を
行
う
者
等
が
、
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
を
求
め
た
と
き
。

６

第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
在
院
者
に
係

る
発
受
禁
止
信
書
等
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
渡
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
、「
第
百
四
条
第
四
項
の
申
請
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

７

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
渡
さ
な
い
こ
と
と
し
た
発
受
禁
止
信
書
等
は
、
在
院
者
の
出
院
の
日
若
し
く
は
死
亡

の
日
又
は
在
院
者
が
第
七
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を

経
過
し
た
日
に
、
国
庫
に
帰
属
す
る
。

（
在
院
者
作
成
の
文
書
図
画
）

第
百
五
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
、
そ
の
作
成
し
た
文
書
図
画
（
信
書
を
除
く
。）を
他
の
者
に
交
付
す
る
こ
と

を
申
請
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
交
付
に
つ
き
、
在
院
者
が
発
す
る
信
書
に
準
じ
て
検
査
そ
の
他
の
措
置
を
執
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
十
四
章

賞
罰

（
賞
）

第
百
十
二
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
善
行
を
な
し
、
第
三
十
五
条
第
一
項
の
成
績
の
評
価
を
向
上
さ
せ
、
又
は

一
定
の
技
能
を
習
得
し
た
場
合
に
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
賞
詞
、
賞
票
そ
の
他
の
賞
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
懲
戒
の
要
件
等
）

第
百
十
三
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
、
遵
守
事
項
若
し
く
は
第
四
十
条
第
四
項
（
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
特
別
遵
守
事
項
を
遵
守
せ
ず
、
又
は
第
八
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
少
年
院
の
職
員
が
行
っ
た
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
在
院
者
に
懲
戒
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

懲
戒
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
懲
戒
が
行
わ
れ
る
べ
き
行
為
（
以
下
「
反
則
行
為
」
と
い
う
。）を
し
た
在
院
者
の

年
齢
、
心
身
の
状
態
及
び
行
状
、
反
則
行
為
の
性
質
、
軽
重
、
動
機
及
び
少
年
院
の
運
営
に
及
ぼ
し
た
影
響
、
反
則

行
為
後
に
お
け
る
そ
の
在
院
者
の
態
度
、
懲
戒
が
そ
の
者
の
改
善
更
生
に
及
ぼ
す
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

懲
戒
は
、
反
則
行
為
を
抑
制
す
る
の
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
懲
戒
の
種
類
）

第
百
十
四
条

在
院
者
に
行
う
懲
戒
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

厳
重
な
訓
戒

二

二
十
日
以
内
の
謹
慎

（
謹
慎
の
内
容
）

第
百
十
五
条

前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
謹
慎
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
単
に
「
謹
慎
」
と

い
う
。）に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
停
止
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
居
室
内
に
お
い
て
処

遇
し
、
在
院
者
に
反
省
を
促
す
も
の
と
す
る
。

一

第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
自
弁
の
物
品
（
少
年
院
の
長
が
指
定
す
る
物
品
を
除
く
。）を
使
用
し
、
又
は
摂
取

す
る
こ
と
。

二

書
籍
等
及
び
新
聞
紙
（
い
ず
れ
も
被
告
人
若
し
く
は
被
疑
者
と
し
て
の
権
利
の
保
護
又
は
訴
訟
の
準
備
そ
の
他

の
権
利
の
保
護
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
閲
覧
す
る
こ
と
。

第
四
節

電
話
等
に
よ
る
通
信

（
電
話
等
に
よ
る
通
信
）

第
百
六
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
そ
の
改
善
更
生
又
は
円
滑
な
社
会
復
帰
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
、

そ
の
他
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
第
九
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
と
の
間
に
お
い
て
、
電
話
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
電
気
通
信
の
方
法
に
よ
る
通
信
を
行
う
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
百
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
通
信
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
通
信
の
確
認
等
）

第
百
七
条

少
年
院
の
長
は
、
そ
の
指
名
す
る
職
員
に
、
前
条
第
一
項
の
通
信
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
通
信

を
受
け
さ
せ
、
又
は
そ
の
内
容
を
記
録
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
通
信
に
よ
り
、
少
年
院
の
規
律
及
び

秩
序
の
維
持
を
害
す
る
結
果
を
生
じ
、
又
は
在
院
者
の
矯
正
教
育
の
適
切
な
実
施
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

第
九
十
四
条
（
第
一
項
第
一
号
イ
を
除
く
。）の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
通
信
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
節

雑
則

（
外
部
交
通
の
助
言
又
は
援
助
）

第
百
八
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
面
会
し
、
信
書
を
発
し
、
又
は
第
百
六
条
第
一
項
の
通
信
を
行
う
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
相
手
方
と
の
意
思
疎
通
を
円
滑
に
行
い
、
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
在
院
者
に
対
し
、
助
言
又
は
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
在
院
者
が
、
付
添
人
等
若

し
く
は
弁
護
人
等
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
者
と
面
会
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
信
書
を
発
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
外
国
語
に
よ
る
面
会
等
）

第
百
九
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
又
は
そ
の
面
会
等
（
面
会
又
は
第
百
六
条
第
一
項
の
通
信
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
相
手
方
が
国
語
に
通
じ
な
い
場
合
に
は
、
外
国
語
に
よ
る
面
会
等
を
許
す
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
発
言
又
は
通
信
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
通
訳
又
は
翻
訳
が
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
法
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
在
院
者
に
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
又
は
そ
の
信
書
の
発
受
の
相
手
方
が
国
語
に
通
じ
な
い
場
合
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
場

合
に
は
、
外
国
語
に
よ
る
信
書
の
発
受
を
許
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
信
書
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
翻
訳
が
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
在
院
者
に
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

在
院
者
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
べ
き
費
用
を
負
担
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
面
会
等
又
は
信
書
の
発
受
を

許
さ
な
い
。

（
近
親
者
の
葬
式
へ
の
出
席
等
）

第
百
十
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
、
そ
の
近
親
者
（
配
偶
者
及
び
三
親
等
以
内
の
親
族
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
葬
式
へ
出
席
し
、
又
は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
重
態
で
あ
る
そ
の
在
院
者
の
近
親
者
を
訪

問
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
又
は
訪
問
を
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
在
院
者
に
係
る
交
通
費
は
、
在
院
者

の
負
担
と
す
る
。
た
だ
し
、
少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
貧
困
の
た
め
こ
れ
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、

そ
の
他
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
条
約
の
効
力
）

第
百
十
一
条

こ
の
章
及
び
次
章
に
規
定
す
る
面
会
及
び
信
書
の
発
受
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
条
約
に
別
段
の
定
め

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
規
定
に
よ
る
。
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